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現代のものの捉え方
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私事の教科のこととなるので、大変恐縮ではあるが、

聞いてもらいたい。

下記に書かれているのは、第一学年で学習する｢竹
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取 物 語｣ の 冒 頭 部である。(上 段 が古 典 文、下 段 が

教 科 書の 訳)

些 細 なことかもしれませんが、気 になるの が、｢まじり

て｣を｢分けΛ つて｣と訳 すことなのです。｢竹 取 のじい

さんが、竹 や草をかき 分けて山にΛ る様 子 とイメージ

して何 が悪いの か？｣と思いますよね。確 かに悪くはな

いでしょうし、じいさんはそんな 様 子 だったの かもしれ

ません。しかし、作 者 が誰 かもはっきりしていない 最 古

の 物 語 だからといって、安 直 に解 釈すればいいわけで

はないとは 思うのです。まあ、どの古 語 辞 典 で調 べた

ところで、｢まじる｣は、竹 取 物 語 のこの部 分を用例とし

て、｢(山 や野に) 分けΛ る｣となっているのでしょう。だ

から、だれも疑 いもせ す｢ 分 けΛ る｣と訳 すわけです。

おそらく、これは最 初 に訳した人 が｢分 けΛ る｣と訳し

たために、教 科 書も辞 書もみな 準 拠していったように

思えるのです。

自 然と一 体 化し、共 生し、毎 日 のように山にΛ つて、

無 駄 を作らす、丁 寧 に竹 細 工 をこさえ生 活 するこの
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辺りではちょっと名 の 知 れ た実 直 な 職 人( ものづくり

の 匠)という翁の人 物 像。子 供 向け の童 話としてかた

るならば、｢そんな自 然とともに毎 日竹 の山 にΛり、自

然と融 合した生活 を送っている翁だからでしょうか、根

元 の光 る竹 を一 本 見つけたのです。｣ぐらいの 意 味合

いととらえればよりつながりのあるものとは見えないで

しょうか。

本 年 度の 一 年 生 が、質 問してきたことがきっかけで

考 えてみたの です。その 時 の 質 問 は｢ な ぜ、最 初 に

『竹 取 の 翁といふものありけり。』と紹 介していな がら、

三 文 目で『名 をばさぬきのみやつことなむいひける。』

とことざら紹 介 するのか？｣といった内 容でした。

三 文 目 には｢ なむ｣ がΛ つています。係り結 びを起こ

して文末が｢ける｣になるなども解 説はしますが、｢なむ｣つ

て何 だと思う？つて返します。子 供 たちの中 からしばら

くすると｢強 調｣ と出てきます。つまり 翁について、作 者

がより読 者 に 伝えたかったの は三 文 目 の 方 です。教

科 書 の訳 では｢ 名 前を、さぬきの みやつこといった。｣

とあり、あたかも山 田 花 子 のように苗 字と名 のように

とってくれてけっこうみたいに淡 々と訳していますが、み

やっこ( 造) とは造り手( 職 人) であり、作 者 はそちらを

強 調したかったと読 み取 れます。連 れて帰られた娘 は

寵 の中 で、大 切 に育 てられます。その寵 は、もちろん翁

が竹を編んで作ったものだと想 像できるでしょう。

子 供のいない翁という人 物 の 柔和 で誠 実 で愛に 満

ちた人 柄を想 像してあげられるといいかと思 います。

｢つながりをもってものをとらえる｣ことが、文 学 に限ら

す、現 代 社 会 に欠 如しかかっている問 題 点 な の かと

思っています。安 直に部 分として完 結 すれば 善しとす

る現 代 。積 み重 ねていったところで何 のつな がりがな

くてもＯＫとしてしまう現代 社 会。

決してつながることのないそれぞ れの 科 目 の学 習を

するより、つながることへの 希望 をもちつつ学 習 するほ

うがどれほど楽しいことだろうかと思った次 第です。
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